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パラリンピックの歴史、現状、未来についてスポーツ医科学の視点から

述べる。パラリンピックは障碍者のリハビリテーションとして誕生した。しか

し、現在では競技スポーツとしてのパラリンピックを生み出した。とはいえ、

障碍者にとってのリハビリテーションがなくなるわけではない。まだ、解明

されていない様々な研究分野があることを紹介する。また、パラリンピック

大会においては、競技性と平等性を両立させるためのクラス分けというも

のがある。この方法についても、日夜研究が続けられている。障害種ごと、

競技ごとの違いを説明し、理解を深めたい。さらに競技用具を使用する競

技も多く存在している。材料工学、人間工学の立場からの貢献策をお伝え

する。そして、2020東京パラリンピックに対し、スポーツ医科学は何ができ

るのかを共に考える機会とするため、現在実施されているスポーツ医科

学サポートについて触れる。そのことを通じて、早稲田大学のスポーツ医

科学は、これからどのようにしてパラリンピックと関わり、社会に貢献して

いくのか、その方向性を提示したい。
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